
鴨川の魅力発信
～鴨川・高野川に架かる橋梁下の利用について～

■ これまで鴨川府民会議で出された意見

○河川の橋は占用物件であり、道路管理者も橋の下を管理する義務がある。

○橋にはライフラインが添架されているので、ホームレスによる火災が恐い。

○女性は、橋の下に住んでいるホームレスが怖くて近寄れず、散歩をしても手前でＵ

ターンしている。

○橋梁名称が河川利用者の視点でわかるように桁等に書けばどうか。

○上中流域に１箇所ずつ、古い写真などを展示するような鴨川に係る資料館を設置

したらどうか。

○ホームレス対策などを考慮して、橋の下の整備を考えてはどうか。

○夏の暑さ対策の観点から日陰として橋梁下整備を考えてはどうか。

○ホームレス退去後、フェンスで囲っているが、住宅でいうと「縁の下」ではなく、「床

の間」のように扱った整備をしたらどうか。

○三条大橋にある天正年間に秀吉が文字を書いている擬宝珠や、池田屋事変の刀傷

がある擬宝珠、五条大橋に添架されている本願寺水道など鴨川の魅力を発信すれ

ばどうか。

＜意見を踏まえた橋梁下空間の今後の管理のあり方（案）＞

・暗い、汚いとのイメージや柵等により未利用となっている橋梁下を開放的

な空間や府民に利用できる有効な空間としていく。

・利用者の利便性向上のための案内や鴨川の魅力発信の場として利用する。

【活用例】

フェンス撤去後、治水上支障の無い程度の案内板・展示スペースの設置

・案内板は、付近の観光地や隠れた見所なども案内

・展示スペースは、周辺住民にも開放
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